




































（文部科学省 2017 : 4）、研究においても日本語や母語・継承語の習得といった言語習得に主
眼が置かれたものが多い。
筆者は 2016年 11月より、大阪府下の公立 H 小学校の日本語支援教室で複言語複文化の
子どもたちの支援に携わっている。そこでは、複言語複文化の子どもの学びを育む支援環境
の構築を目指して、アクション・リサーチ（3.1節参照）を行っている。本稿は、アクショ
ン・リサーチによって行われた 2017年 4月～2018年 3月までの 1年間の実践の振り返りに
ついて報告し、分析を加えて支援活動としてより有益なものの特徴を考察するものである。















































本研究のフィールドは、大阪府にある公立 H 小学校である。筆者は 2016年 11月に市教
育委員会から依頼を受け、ここの日本語支援教室で複言語複文化の子どもの支援に携わり始
めた。教室は週に 1回、放課後に 40分程度開かれている。筆者は学外からの日本語支援員






本研究では 2016年 11月から日本語支援教室に通っている小学 4年生（2018年 10月現
在）の児童 2名（O、J）を研究対象とする。2名とも片親が日本人である国際結婚家庭に生
まれた子どもである。表 1は支援が始まった 2016年 11月時点での研究対象者の情報をまと
めたものである。
〈表 1 研究対象者の概要（2016年 11月時点）〉























言語能力については、2016年 10月に「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント







O は 85％以上の語彙を英語で答えることができていた。一方 J は、タイ語やフランス語に
ついては挨拶や単語を数語知っているレベルであり DLA での測定はしなかったが、本人が
英語の方がわかると言ったため英語のみ測定したところ、答えることはできなかった。
3.3 2017年 4月～2018年 3月の実践の概要


















































めに、調査者が用いる方法」（メリアム・シンプソン 2000/2010 : 119）である。エスノグラ
フィーはフィールドワークによって調査が進められることが多く、「調査地で見聞きしたこ



























が何度も観察された。例えば、2017年 5月 12日に実施した教室探しの活動では、H 小学校










2017年 6月 9日～7月 14日に取り組んだお店屋さんごっこは、プロジェクト・ベース学
習の考えに基づいた活動であり、約 1ヶ月かけて店で売るものを考えて準備し、最終日であ
る 7月 14日に H 小学校の教員を招待し、作った商品を売るという活動を行った。
（お店屋さんごっこ、FN 2017年 6月 9日）























加態度が窺える（FN 2017年 5月 19日）。しかし、この活動の翌週「この前のカタカナの確







年 6月 9日に実施した 2回目の間違い探しでは、











難しいとずっと言っていた」ことが記録されている（FN 2017年 6月 2日）。つまり、1回


































O と J の参加態度を左右した活動の 2つ目の特徴として挙げられるのが【自らの経験・
知識の活用】である。新聞作り、お店屋さんごっこ、すごろく作りでは、O と J に好きな
テーマを選んで、作品作りやイベントの準備をしてもらったが、2人とも好きなものや自分
自身がルーツのある国等をテーマに選んで活動に取り組んでいた。






2017年 10月 20日から約 2ヶ月間取り組んだ世界の国々について学ぶ活動は、子どもた
ちからのリクエストで行ったものであった。毎回地理、乗り物、観光地、年中行事などを



























































（すごろく作り、FN 2018年 1月 26日）






























やる気が出てきた」と J の気持ちも切り替わり（FN 2018年 2月 9日）、すごろくがほぼ完
成した時には「たくさんマスを作れたことに満足しているようだった。このまま作業を続け
たい、とも言っていた。」と記録されている（FN 2018年 2月 23日）。












いと言って」「タイの食べ物や、フランスの食べ物を考えていた」（FN 2017年 6月 16日）
と、2人ともルーツのある国や滞在したことがある国の食べ物を作って売っていた。新聞作
りやすごろく作りでも、J はタイについての新聞やすごろくを作成した。このように活動の
テーマとして子どもたちが持つ複数の文化を取り入れることで、O も J も、これらの国の
文化について調べたり、紹介したりすることができていた。
2つ目は、世界の国々について学ぶ活動、つまり異文化間教育を日本語支援教室内で実施











かせてくれた」（FN 2017年 12月 15日）ことが記録されている。また、世界の国々につい
て学ぶ活動で O がタブレットを用いて「Thanks giving day の由来を知るために」「自ら検索
をし、動画を見せてくれた」（FN 2017年 12月 15日）り、すごろく作りでは J がマスに書
く指示文のヒントを得るためにタブレットで「タイの王様、タイダンス、タイの遊園地、観





























分ではなかった。O も J も、海外で過ごしていた時の経験から、他の人と「違う」と思わ
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